
 

 

 

 

    Ⅳ章 

    校内研究どうすればいいの? Q＆A     
 

 

 

 

 

 

 

 

  【管理職編】 

  Ｑ１．校内研究を支援し、よりよい学校経営につなげるには? 

 

  Ｑ２．研究主任が孤立しない推進体制をどのようにマネジメントするか? 

 

  Ｑ３．校内研究の時間を確保するという問題にはどのような対応が考えられる? 

 

  Q４．校内研究の目的をどのように捉え直せばよい? 

 

 

 

 

 



 Ｑ １ ． 校内研究を 支援し 、 よ り よ い学校経営につなげる には?  

 A． 教職員個々の「 願い」 を 共有ビ ジョ ン へと 整えていく 対話の場と 、 研究主任の役割

を 組織的に支える フ ィ ード バッ ク のし く みを 、 意図的にデザイ ン する 視点で構築・ 調

整し 続ける こ と が大切ではないでし ょ う か。  
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 Ｑ ２ ． 研究主任が孤立し ない推進体制を ど のよ う にマネジメ ン ト する か?  

 A． 管理職が伴走的な相談相手と なり つつ、 研究主任の位置づけについて、「 教職員の

考えや実践を 、 対話を通じ て生かし ながら 研究を 進めていく 立場」 と し 、 教職員一人

ひと り が試行錯誤し ながら 、 学び合う 柔軟な体制を デザイ ンする 視点が大事ではない

でし ょ う か。
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 Ｑ ３ ． 校内研究の時間を 確保する にはど のよ う な対応が考えら れる ?   

 Ａ ． 管理職が前提の問い直し を 行う こ と を 通し て、 組織運営の適正化を 図る と と も に、   

教職員が実践の価値を 実感でき る 対話の場を 保障する こ と で、 校内研究を「 専門性を

発揮する 本来の業務」 へと 転換する こ と ができ る のではないでし ょ う か。  
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 Ｑ ４ ．  校内研究の目的を ど のよ う に捉え直せばよ い?

 Ａ ． 校内研究の目的は、 教職員の力量形成に加え、 対話を 通し て同僚性を育み、 学校を    

「 学び合う チーム」 と し て形成し ていく こ と にあり 、 管理職が教職員の協働を 促し 、

対話を 手がかり にその取組の意義を 捉えながら 、 実践を価値づける こ と ができ る ので

はないでし ょ う か。  
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